
様式第二号の八（第八条の四の五関係）

令和 年 月 日

殿

提出者

（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

令和 年 月 日 から 令和 年 月 日 まで

　別紙１の通り

（日本産業規格　A列４番）

④産業廃棄物の一連
の処理の工程

（第１面）

 当該事業場において現に行っている事業に関する事項

電話番号

氏名

住所

5 23

31計 画 期 間

025-555-2093

廃 棄 物 の 処 理 及 び 清 掃 に 関 す る 法 律 第 12 条 第 ９ 項 の 規 定 に 基 づ き 、 産 業 廃 棄 物 の 減 量 そ の 他
そ の 処 理 に 関 す る 計 画 を 作 成 し た の で 、 提 出 し ま す 。

　関原開発建設株式会社事 業 場 の 名 称

産業廃棄物処理計画書

　新潟県糸魚川市大字中宿457番地

7 4 1 8 3

事業場の所在地

新 潟 県 知 事

7

新潟県糸魚川市大字中宿457番地

関原開発建設株式会社
代表取締役　関原　広幸

　職別工事業

　80,000千円

　10　名

①事業の種類

②事業の規模

③ 従 業 員 数



（管理体制図）

別紙２の通り

（ 年度 ）

（これまでに実施した取組）

（今後実施する予定の計画）

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

排 出 量 0.00 ｔ 7.00 ｔ 30.00

産業廃棄物の種類
燃え殻 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ 紙くず 木くず 金属くず

ｔｔ

ｔ25.00 ｔ

がれき類

ｔ 0.0020.00

135.43 ｔ ｔｔ 21.86 ｔ 23.75排 出 量 0.88 ｔ 35.89

ｔ 2,016.70 ｔ

産業廃棄物の種類
解体系混合 廃石膏ボー

ド
ｶﾞﾗｽ･ｺﾝｸﾘｰ
ﾄ(木くず)

ｔ 0.0025.75 ｔ

ガラスくず
(非飛散性)

ｔ 10.06 ｔ 36.45 ｔ 430.59

産業廃棄物の種類

排 出 量

燃え殻

（第２面）

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ 紙くず 木くず 金属くず がれき類

14.22

【前年度 実績】6　
①
現
状

　一般廃棄物の範囲を区別して専門業者に委託した

　
②
計
画

【目標】

ｔ

ｶﾞﾗｽくず･
陶磁器くず

ｔ排 出 量 0.70 ｔ 30.00 100.00 ｔ

 産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

ｔｔ 15.00

400.00

産業廃棄物の種類
解体系混合

ｶﾞﾗｽくず･
陶磁器くず

38.96 ｔ

ｔ 25.00 ｔ

廃石膏ボー
ド

1,000.00

　
②
計
画

　現状の取組みを継続し、法令の改正･種類の内容等情報提供を社内外に徹底する

 現状の取組みを推進すると共に現場での分別作業を徹底して行う

ｶﾞﾗｽ･ｺﾝｸﾘｰ
ﾄ(木くず)

ガラスくず
(非飛散性)

ｔｔｔ

 産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

 産業廃棄物の分別に関する事項

　処分業者等の関係機関に確認するなど情報収集に努めた

　
①
現
状

繊維くず

ｱｽﾌｧﾙﾄ･
ｺﾝｸﾘｰﾄ破片

繊維くず

ｱｽﾌｧﾙﾄ･
ｺﾝｸﾘｰﾄ破片

ｔ



（ 年度 ）

（これまでに実施した取組）

（今後実施する予定の計画）

（ 年度 ）

（これまでに実施した取組）

（今後実施する予定の計画）

自 ら 中 間 処 理 に よ り

減量する産業廃棄物の量

自ら再生利用を行った

産 業 廃 棄 物 の 量

自ら再生利用を行った

産 業 廃 棄 物 の 量

産業廃棄物の種類

自 ら 熱 回 収 を 行 っ た

産 業 廃 棄 物 の 量

自 ら 中 間 処 理 に よ り

減量した産業廃棄物の量

自 ら 中 間 処 理 に よ り

減量する産業廃棄物の量

自 ら 中 間 処 理 に よ り

減量した産業廃棄物の量

自ら熱回収を行う

産 業 廃 棄 物 の 量

自 ら 熱 回 収 を 行 っ た

産 業 廃 棄 物 の 量

産 業 廃 棄 物 の 量

 自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

 自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

ｔ

ｔ

ｱｽﾌｧﾙﾄ･
ｺﾝｸﾘｰﾄ破片

繊維くず

ｱｽﾌｧﾙﾄ･
ｺﾝｸﾘｰﾄ破片

繊維くず

繊維くず

ｱｽﾌｧﾙﾄ･
ｺﾝｸﾘｰﾄ破片

ｔ 500.00 ｔ

ｶﾞﾗｽくず･
陶磁器くず

ｔ

ｱｽﾌｧﾙﾄ･
ｺﾝｸﾘｰﾄ破片

ｔ

ｔ

ｶﾞﾗｽくず･
陶磁器くず

ｔ

ｔ

ｔ ｔｔ

ガラスくず
(非飛散性)

ｔ ｔ ｔ

ｔｔ

ｔ ｔ

0.00 ｔｔ

がれき類

ｔ ｔ ｔ ｔ

実績】

ｔ

産業廃棄物の種類
燃え殻

ｔ

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ 紙くず 木くず

自 ら 再 生 利 用 を 行 う

産 業 廃 棄 物 の 量
ｔ

　
①
現
状

【前年度 6

　
②
計
画

【目標】

産業廃棄物の種類

ｔ ｔ ｔ

自 ら 再 生 利 用 を 行 う

産 業 廃 棄 物 の 量
ｔ

ｔ ｔ

産業廃棄物の種類
解体系混合 廃石膏ボー

ド
ｶﾞﾗｽ･ｺﾝｸﾘｰﾄ
(木くず)

ガラスくず
(非飛散性)

6　
①
現
状

　
②
計
画

【目標】

ｔ

ｶﾞﾗｽくず･
陶磁器くず

500.00 ｔ

産業廃棄物の種類
燃え殻

（第３面）

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ 紙くず 木くず 金属くず がれき類

【前年度 実績】

ｔ ｔｔ ｔ ｔ 0.00 ｔｔ

解体系混合 廃石膏ボー
ド

ｶﾞﾗｽ･ｺﾝｸﾘｰﾄ
(木くず)

ｔ

ガラスくず
(非飛散性)

ｔ ｔｔｔ

産業廃棄物の種類
燃え殻 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ 紙くず

ｔｔ

木くず 金属くず がれき類

ｔ ｔ ｔ ｔｔ

金属くず繊維くず

ｔ ｔ ｔｔ ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

解体系混合

ｔｔ

ｔ ｔｔ

ガラスくず
(非飛散性)

廃石膏ボー
ド

ｶﾞﾗｽ･ｺﾝｸﾘｰﾄ
(木くず)

ｔ

ｔ ｔｔ

ｔ ｔｔ ｔ

ｔ

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ 紙くず 木くず 金属くず

ｔ

ｔ ｔ

ｶﾞﾗｽくず･
陶磁器くず

がれき類

産業廃棄物の種類
解体系混合 廃石膏ボー

ド
ｶﾞﾗｽ･ｺﾝｸﾘｰﾄ
(木くず)

産業廃棄物の種類
燃え殻

自ら熱回収を行う
ｔ ｔｔ ｔ ｔｔ ｔ ｔ

ｔ ｔ ｔ ｔ ｔｔ ｔｔ



（ 年度 ）

（これまでに実施した取組）

（今後実施する予定の計画）

（ 年度 ）

（これまでに実施した取組）

への処理委託量
認 定 熱 回 収 業 者
以外の熱回収を行う
業者への処理委託量

業者への処理委託量

優良認定処理業者

への処理委 託量

再 生 利 用 業 者

への処理委託量

認定熱回収業者

自 ら 埋 立 処 分 又 は
海洋投入処分を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

自 ら 埋 立 処 分 又 は

産業廃棄物の種類
燃え殻

ｔ

自 ら 埋 立 処 分 又 は
海洋投入処分を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

海 洋 投 入 処 分 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

自 ら 埋 立 処 分 又 は

ｔｔ

への処理委託量

認定熱回収業者

への処理委託量
認 定 熱 回 収 業 者
以外の熱回収を行う ｔ ｔ ｔ

ｔ

23.75

ｔ

393.86

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ 135.43

ｔ

ｔ

ｔ

ｔｔ

ｔ ｔ

135.43 ｔ

ガラスくず
(非飛散性)

ｔ

1,909.29 ｔｔ

ｔ ｔ 107.41 ｔ

14.22 ｔ

21.86

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ ｔ

ｔｔ

金属くず がれき類

産業廃棄物の種類
解体系混合 廃石膏ボー

ド

ｔ

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ 紙くず 木くず

ｔ

ｶﾞﾗｽ･ｺﾝｸﾘｰﾄ
(木くず)

ガラスくず
(非飛散性)

ｔ ｔｔ

ｔｔ ｔ ｔｔ ｔ ｔ

産業廃棄物の種類
燃え殻

（第４面）

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ 紙くず 木くず 金属くず がれき類

【前年度 実績】6　
①
現
状

　
②
計
画

【目標】

ｔ

ｶﾞﾗｽくず･
陶磁器くず

ｔｔｔｔ

ｔ ｔ

産業廃棄物の種類
解体系混合 廃石膏ボー

ド
ｶﾞﾗｽ･ｺﾝｸﾘｰﾄ
(木くず)

ガラスくず
(非飛散性)

海 洋 投 入 処 分 を 行 う ｔ

実績】

ｔ

産 業 廃 棄 物 の 量
ｔ

再 生 利 用 業 者

全処理委託量 14.22

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ 紙くず 木くず 金属くず繊維くず
産業廃棄物の種類

燃え殻

ｔ

　
①
現
状

【前年度 6

優良認定処理業者

への処理委 託量

ｔ 10.06 ｔ 36.45 25.75 ｔ

繊維くず

ｱｽﾌｧﾙﾄ･
ｺﾝｸﾘｰﾄ破片

繊維くず

ｱｽﾌｧﾙﾄ･
ｺﾝｸﾘｰﾄ破片

ｔ38.96 ｔ0.00

がれき類

ｔ

ｔ

ｔ ｔ

ｔ 430.59 ｔ

ｔ

ｶﾞﾗｽくず･
陶磁器くず

ｔ

ｔ 2,016.70

ｔ

ｔ

ｶﾞﾗｽくず･
陶磁器くず

 自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

 産業廃棄物の処理の委託に関する事項

ｔ

ｔ

ｔ

全処理委託量 0.88 ｔ 35.89 ｔ ｔ 23.75 ｔ

ｱｽﾌｧﾙﾄ･
ｺﾝｸﾘｰﾄ破片

ｔ ｔ

産業廃棄物の種類
解体系混合 廃石膏ボー

ド
ｶﾞﾗｽ･ｺﾝｸﾘｰﾄ
(木くず)

ｔ

ｔ 15.91 ｔ 6.83 ｔ ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ

ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ

ｔ ｔ ｔ ｔｔ ｔ

ｔ ｔｔ ｔ ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ ｔ



（今後実施する予定の取組）

優良認定処理業者

への処理委託量

認 定 熱 回 収 業 者
以外の熱回収を行う
業者への処理委託量

認 定 熱 回 収 業 者

全処理委託量

以外の熱回収を行う
業者への処理委託量

認定熱回収業者

への処理委託量

再 生 利 用 業 者

への処理委託量

優良認定処理業者

への処理委託量

再 生 利 用 業 者

への処理委託量

認定熱回収業者

への処理委託量

ｔ ｔ ｔｔ ｔ

ｔ

ｔ ｔ ｔ

ｔｔ ｔ

ｔ

ｔ

ｔ ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ ｔ ｔ

ｔ

ｔ ｔ

ｔ 20.00 ｔ 20.00 ｔ

ｔ

ガラスくず
(非飛散性)

ｱｽﾌｧﾙﾄ･
ｺﾝｸﾘｰﾄ破片

0.70 ｔ 30.00

産業廃棄物の種類
解体系混合 廃石膏ボー

ド

ｔ

ｶﾞﾗｽ･ｺﾝｸﾘｰ
ﾄ(木くず)

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ ｔ

ｔ

ｔｔ ｔ

400.00 ｔ ｔ

20.00 ｔ 0.00ｔ

ｔ

ｔ

400.00

ｔ

ｔ ｔ

1,000.00 ｔ25.00 ｔ

ｔ ｔ ｔ

ｔ

がれき類ｶﾞﾗｽくず･
陶磁器くず

全処理委託量 0.00 ｔ 7.00 ｔｔ 30.00 ｔ

産業廃棄物の種類
燃え殻 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ 紙くず 木くず 金属くず繊維くず

（第５面）

　
②
計
画

【目標】

ｔ

25.00

ｔ

ｔ

1,000.00 ｔｔ ｔ ｔ

ｔ

ｔｔ

15.00 ｔ

15.00 ｔ 100.00

※事務処理欄

ｔ 100.00 ｔ ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ ｔ

ｔ



別紙1

関原開発建設株式会社　宮谷リサイクルセンター 破砕機
新潟県糸魚川市大字中宿字宮谷981-1 240t/日使用

埋
立

埋
立

埋
立

製
品

自
社

処
分

燃
料

埋
立

製
品

製
品

埋
立

委
託

処
理

破
砕

破
砕

再
生

破
砕

破
砕

破
砕

焼
却

焼
却

保 管

処
理

破
砕

破
砕

運
搬

自
社

自
社
･
委
託

自
社
･
委
託

自
社
･
委
託

委
託

自
社

自
社
･
委
託

自
社
･
委
託

自
社
･
委
託

運
搬

保 管

廃
石
膏
ボ
ー
ド
類

紙
く
ず

繊
維
く
ず

が
れ
き
類
　
C
塊

種
類

自
社

自
社
･
委
託

自
社

自
社

自
社

木
く
ず

ガ
ラ
ス
く
ず
類

金
属
く
ず

が
れ
き
類
　
C
塊

が
れ
き
類
　
A
S

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

産業廃棄物処理フローシート

排出事業者処分 他社物委託処分

工 事 現 場 工 事 現 場

分 別 分 別



別紙2　管理体制

1)

代表取締役

開発協議
会

処理管理
技 術

処理管理
事 務

処理担当

工事管理部

工事施工部

産廃処理部

2)

① 処理実務担当者は、従業員全員とし、産業廃棄物の収集運搬、処分に関し、研鑽する

② 産業廃棄物に関する法令の改正、種類の内容等の情報提供を社内外に徹底する

3)

① 随時研修

　工事現場、保管場における、分別、保管の方法、安全･衛生に関する教育の実施

② 環境研修

　産業廃棄物関連法令、県市町村の条例の情報開示及び講習の実施

③ 実務研修

　他業者の現場見学、委託業者の処分場視察

産業廃棄物管理組織図

統括責任者　　代表取締役

管理体制の推進

教育･研修

・産業廃棄物処理に係る委託業者との連携、折衝

処理管理事
務

・産業廃棄物処理に関する、委託契約、処理計画書の作成

・産業廃棄物管理票の交付、整理、まとめ、報告等の管理

・産業廃棄物処理業の許可更新業務

・その他関係する事務一般

役

割

業

務

統括責任者

・産業廃棄物処理方針の調査･研究、策定

・産業廃棄物処理施設の改廃

・産業廃棄物処理の情報収集

・産業廃棄物処理係わる管理業務の統括

処理管理技
術

・産業廃棄物処理施設の管理

・産業廃棄物処理の適正処理に関する研鑽

・産業廃棄物処理業務に関する安全･衛生管理

責任者及び管理組織図

総括責任者 代表取締役 関原　広幸

廃棄物担当者

産業廃棄物処理管理技術

産業廃棄物処理管理事務


